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高知･伊野局でも原職復帰が確定
昨年９月、最高裁で「雇止め無効」が確定して原職復帰を果た

した岡山支部の萩原さんに続いて、 同じく交通事故を理由に雇
止めされた伊野局のＫさんも８月中にも原職復帰する見通しとなり
ました。 裁判の当該Ｋさんは郵政産業ユニオン組合員ではあり
ませんが、四国地本をはじめ「四国共同会議」に参加する仲間が
当初から相談･応援しながら裁判闘争をすすめてきました。
今年２月２６日の高知地裁「雇止め無効」判決に対して、会社が

控訴していたものの、７月１８日高松高裁は「原判決は相当であり、
本件控訴は理由がないからこれを棄却する」とした勝利判決。８月
１日に会社は最高裁への上告を断念し勝利判決が確定しました。

苫小牧局リストラ札幌地裁が雇止め無効判決
７
月

日
の
札
幌
地
裁
で
郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
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ン
苫
小
牧
支
部
の
佐
々
木
さ
ん
が
、
「
雇
止
め
無

効･

地
位
確
認
」
と
「
雇
止
め
以
降
の
賃
金
支
払
」

の
勝
利
判
決
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

解
雇
か
不
利
益
変
更
か
を
選
択
さ
せ
る

郵
政
当
局
は
赤
字
を
見
込
ん
で
宅
配
統
合
を

行
い
、
赤
字
問
題
を
口
実
に
、

歳
を
超
え
る
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期
間
社
員
に
は
定
年
制
実
施
に
よ
る
リ
ス
ト
ラ
、

そ
れ
以
外
の
期
間
社
員
も
雇
止
め
を
背
景
と
し

た
時
短･

出
勤
日
数
削
減
の
不
利
益
変
更
を
全
国

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

苫
小
牧
支
店
で
は
郵
便
課
通
常
係

名
の
内
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３
名
程
度
の
削
減
が
必
要
と
し
て
、
希
望
退
職

募
者
募
集
と
同
時
に
勤
務
時
間
短
縮
を
迫
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
希
望
退
職
者
は
一
人
も
無
く

無
く
時
短
に
同
意
し
た
の
は
３
名
の
み
。
こ
う

し
た
中
で
支
店
は
「
経
費
改
善
の
必
要
上
、
人

件
費
削
減
の
た
め
」
２
０
１
１
年
９
月
末
日
を

も
っ
て
期
間
雇
用
社
員
３
名
の
雇
止
め
を
強
行

し
ま
し
た
。

雇
止
め
さ
れ
た
、
佐
々
木
さ
ん

と
佐
藤
さ
ん
の
２
名
は
半
年
雇
用
を
８
回
更
新

し
約
４
年
間
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

団
交
拒
否
の
不
当
労
働
行
為
を
闘
う

組
合
は
８
月

日
付
の
雇
止
め
通
知
後
た
だ
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ち
に
、
撤
回
を
求
め
て
団
体
交
渉
の
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
が
、
会
社
側
は
こ
れ
を
拒
否
。

労
働
協
約
第

条
１
項
の
「
経
営
専
決
事
項
に
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つ
い
て
は
、
対
象
と
し
な
い
」
を
主
た
る
根
拠

と
し
て
、
解
雇
等
の
人
事
権
に
つ
い
て
は
経
営

専
決
事
項
と
し
て
交
渉
し
な
い
と
し
ま
し
た
。

旧
郵
産
労
苫
小
牧
支
部
と
道
本
部
は
北
海
道

労
働
委
員
会
に
救
済
を
申
立
て
、
今
年
４
月
26

日
に
道
労
委
は
会
社
の
団
交
拒
否
を
不
当
労
働

行
為
と
認
定
し
、
「
団
体
交
渉
に
応
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
し
た
勝
利
命
令
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
が
、
会
社
側
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
中
央

労
働
委
員
会
に
命
令
取
消
の
再
審
査
請
求
を
し

て
い
ま
す
。

理
不
尽
な
雇
止
め
攻
撃
に
反
撃
し
よ
う

団
交
拒
否
の
中
で
、
組
合
は
２
名
を
元
に
戻

す
裁
判
闘
争
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
先
に
結
審

し
た
佐
藤
さ
ん
の
判
決
は
全
て
の
請
求
を
棄
却

さ
れ
る
不
当
判
決(

３
月

日
札
幌
地
裁)

を
受
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け
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
今
回
佐
々
木
さ
ん
は

「
雇
止
め
回
避
の
た
め
の
努
力
を
十
分
に
尽
く

さ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
客
観
的
に
合
理
的

な
理
由
を
欠
き
、
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
と

は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
会
社
側
姿
勢
を
断
罪
し

た
勝
訴
判
決
を
勝
ち
と
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
の
不
当
判
決
に
つ
い
て
も
札
幌
高
裁
に

控
訴
し
、
引
き
続
き
２
名
の
職
場
復
帰
を
闘
っ
て
い

き
ま
す
。
岡
山･

高
知･

札
幌
の
判
決
も
全
国
で
生
か

し
な
が
ら
、
理
不
尽
な
雇
止
め
に
は
断
固
と
し
て
反

●「市進学院」の仲間が裁判闘争へ
全労協全国一般･東京東部労組市進支部の仲間は、

20年以上有期雇用契約を反復更新してきた組合員２名
に対する雇止め撤回の訴訟を起こし、その第１回口頭弁
論が７月16日東京地裁で行われました。 このうち就業規
則の「５１歳雇止め条項」の適用を根拠に雇止めされた原
告佐藤さんは、意見陳述の中で「就業規則が変えられて
専任講師の契約は５０歳までだが、それ以降も別の部署
で雇用は継続すると説明された。解雇されるとは思っても
いなかった。 ５０歳を越えても専任講師で雇用されている
人もいるし、５４歳で新規に採用された人もいる。雇止め
解雇は絶対に許せない」とその不当性を訴えました。
【次回裁判】９月１２日１１時３０分/東京地裁/弁論準備

撃
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



(２） 郵政産業ユニオン浦安支部ニュースは毎月１・１５日に発行します。 第１７号

国会議員数 比例の党派別得票数(万票)

衆院 参院 政党名 13参 12衆 10参 09衆
295 84⇒ 115 自由民主党 1846 1662 1407 1881
31 19⇒ 20 公明党 756 711 763 805
57 86⇒ 59 民主党 713 962 1845 2984
53 3⇒ 9 日本維新の会 635 1226 ― ―

8 6⇒ 11 日本共産党 515 368 356 494
18 13⇒ 18 みんなの党 475 524 794 300
2 4⇒ 3 社会民主党 125 142 224 300
7 8⇒ 2 生活の党 94 ― ― ―

2 4⇒ 0 みどりの風 43 ― ― ―

社大 1⇒ 1 合計 5322 6017 5845 7037
大地 1 大地 1⇒ 0
無 1 無 ６⇒ 2 合計数には、全ての政党･諸派を含む。1万票未満切捨 ７月７日付毎日新聞 比例候補者アンケート

●全労協･第１５４回東京総行動
９月２５日８：４５ 霞ヶ関･日本郵政

～１７ :３０ トヨタ東京本社(予定)
同日は全労連･東京地評争議支援総行動
も行われ、「ＪＡＬ本社前集会」は共同の取
組として１６：４５から行われます。

Ｊ
Ｐ
労
組
、
憲
法
改
悪
な
ど
の
姿
勢
を
鮮
明
に

郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
は
参
院
選
挙
に
際
し
、
組

合
員
の
政
治
活
動
、
選
挙
活
動
の
自
由
を
保
障
す

る
と
共
に
、
護
憲･

脱
原
発･

消
費
増
税
反
対･

Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
反
対･

正
社
員
が
当
た
り
前
の
社
会
実
現
を

目
指
す
政
治
闘
争
と
し
て
闘
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
Ｊ
Ｐ
労
組
が
組
合
員
の
思
想
信
条

を
踏
み
躙
り
民
主
党
支
持
を
組
織
内
で
決
定
す
る

と
共
に
、
改
憲･

９
条
改
正
派
、
消
費
増
税
派
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
条
件
付
で
参
加
、
原
発
は
当
面
必
要
で
海

外
輸
出
に
も
賛
成
、
体
罰
容
認(

７
月
７
日
付
毎
日

新
聞
の
比
例
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り)

で
あ
る

「
特
別
中
央
執
行
委
員
」
を
比
例
候
補
者
と
し
て

出
馬
さ
せ
投
票
を
呼
び
か
け
て
き
た
労
働
者
へ
の

裏
切
り
行
為
は
重
大
で
す
。

こ
の
比
例
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
核

兵
器
の
保
有
派
と(
情
勢
次
第
を
含
む)

検
討
派
の

合
計
が
自
民
で

％
と
初
め
て
過
半
数
を
超
え
、

54

維
新
も

％
と
な
り
ま
し
た
。

67

安
倍
政
権
は
武
器
禁
輸
政
策
の
抜
本
的
見
直
し

を
進
め
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
為
の
憲
法
解
釈

見
直
し
を
表
明
。
自
民
党
は
敵
基
地
専
制
攻
撃
を

政
府
に
提
言
し
て
い
ま
す
。

郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
は
要
求
す
る
政
策
と
一
致

す
る
政
党･

議
員
と
の
共
同
を
強
め
な
が
ら
、
安
倍

政
権
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
弱
者
い
じ
め
の
政
治
と

対
決
し
改
憲
暴
走
を
許
さ
ず
闘
っ
て
い
き
ま
す
。

納涼船に使用されるさるびあ丸

旧郵産労時代より東京地本で毎年行われている「東京湾クルーズ」に、
浦安支部および関東地本の仲間も多くの参加を呼びかけます。今年もデッキ
ではなく、「船室」を組合で貸しきりますのでゆっくり座りながら交流出来ます。

一足早く、「さるびあ丸」に乗ってきました。
納涼船で使用されるさるびあ丸(4973t)は東海汽船で一番大きい船で、

揺れも少なく快適です。普段は八丈島への航路で使用しているものの、人気
の納涼船に使用する為に神津島への航路を使用しています。(東京寄港の
合間で納涼船) この前、７月１９日に東京⇒利島村へ行った時の夜行船も
さるびあ丸でした。 ２等席(ザコ寝or椅子)は満席で、風の流れるデッキ上
にまで「席なし券」(料金は同じだがレジャーシートが貰える)の旅客であふれ
ており、有料貸毛布がレジャーシートの代わりに多数敷かれている風景が見
られるほど、納涼船以外でも大変人気の船であることが分かります。 (あ)

「条件付運航(目的地に到着できない場合もござ
います)」の印が押されたさるびあ丸「席なし」券。

東京湾クルージング
８月３１日(土曜日) 18時３０分

東京･竹芝客船ターミナル集合


